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【提出用】

畳み込みニューラルネットワークによ
るMODISNDVIのダウンスケーリング
高解像度の合成開口レーダー（SAR）データを使
用した畳み込みニューラルネットワークベースの
モデルを使用して、MODIS 250 mNDVIから高時
間解像度で10mの解像度のNDVIを生成する手法
を開発しました。

尾瀬のシカ個体数推定手法の開発
現在、尾瀬の湿原内外において、シカの捕獲が
実施されているが、尾瀬の植生被害を低減させ
るために必要な捕獲数は設定されずに捕獲が行
われている。このことから、尾瀬のような人の
アプローチが難しい場所で行える密度調査手法
が求められている。

夜間のドローン観測による
シカの個体数の把握

尾瀬のシカ

UAVによるピーカン果樹園での
ミステリーサークルの発見

米国アリゾナ州のそれぞれ64ヘクタールのピー
カン果樹園でUAVを使用した連続監視方法を確
立しました。確立された継続的な監視方法を使用
して、UAV画像は、ピーカン果樹園前のアル
ファルファ栽培の円形を発見しました。

沖一雄研では、広域生態環境計測・リモートセンシング技術を利用して
水・食料・エネルギーの現状を捉え、改善する研究を行っています。

複数マイクロフォンにより
シカの鳴き声の位置を可視化
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MAE
Only SAR 0.189

Linear 
Regression 0.114

Random 
Forest 0.115

Proposed 0.107

左側:ピーカン果樹園における熱赤外画像。
温度が高い箇所が円形になっている。

右側:ピーカンを植える前のアルファルファ栽培

SMBCグループとの連携プロジェクトで、SARと
GEDI（Global Ecosystem Dynamics Investigation）
の組み合わせを用いて、過去の間伐状況の検出に
取り組んでいます。まず初めに、対象林と間伐林
を含む岡山県英田郡西粟倉村で現地調査を行いま
した。

SARとGEDIで森林の間伐状況を検知

Baseline: May–Oct 2025 (30 images)
Event/post-thinning: Nov 2025–Mar 2026 (22 
images)
Structural ΔVV= +0.257
Structural ΔVH = -0.204
Structural ΔRatio_dB = +0.441
Structural ΔRFDI = +0.031
Strict thinning area = 0.0316 ha
Relaxed thinning area = 0.0753 ha
Persistent thinning area = 0.1255 haMonth
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リモートセンシング、ドローン計測、データ解析� Be506
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